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新しい仲間５４名が入学！

４月１１日に入学式を行いました。暖かい日差しの中、少し大き

めのランドセルを背負い、保護者の皆さんと元気に登校した１年生。

入学式では、担任の先生からの点呼に、元気に大きな声で返事をす

ることができました。また、柴田町の滝口町長をはじめ、これまで

お世話になった幼稚園や保育園の先生からは、たくさんのお祝いの

メッセージをいただきました。メッセージを読んでいると、幼稚園

や保育園で元気いっぱいに活動に取り組んできた様子や、１年生に

対する先生方の期待がとても思い浮かびます。

今年は暖かい日が続いているため、桜の開花が早まっての入学式

でしたが、１年生には、太陽をいっぱい浴びてぐんぐん育つ若葉の

ように、勉強に運動にいっぱい力を注ぎ、ぐんぐん成長していって

ほしいです。

優しい兄さんお姉さん 大成功！１年生を迎える会

毎年４月には、６年生が１年生の教室に行って、１年生の ４月２０日。６年生

お手伝いや遊び相手となっています。今年度も、登校後の が中心となって企画

教室に行って１日の準備や をした一年生を迎え

掃除時間の掃除の手伝いを る会が行われました。

したり、業間時間に中庭へ 入学式以来の大きな

出て一緒に遊んだりしてい 行事で、入場時には

ます。皆、とても優しく接 緊張している児童もいたようですが、学校に関するクイズ

していて、さすがは最上級 が始まると所狭しと体育館を一生懸命に走り回る姿が見ら

生と感心しています。これ れました。最後には、校長先生から、船迫小学校の校章に

からも期待しています！ ついてのお話も聞くことができました。

「一年生のお世話をして」

６年２組 佐藤由來

一年生のお世話をして、どこに置いたりするの

かを教えてもすぐには覚えられない子もいて、そ

こがかわいくもあり、大変でもあるところでした。

でも一年生のお世話をすることで、低学年とふれ

あう貴重な機会となりました。１年生と仲良くし

たり、一緒に遊んだりして、太陽の村に行くアタ

ック５で同じ班になった時に、「あの人知ってい

る」とか「あの人優しい」と思ってもらえるよう

に僕はなりたいと思いました。だから、一年生の

教室にいってどんどん話しかけて、いろいろな子

と仲良くできたらいいなと思いました。 (児童作文)

「一年生を迎える会を終えて」

６年１組 後藤玲月

私は一年生を迎える会を終えて、楽しかったこ

とや頑張ったことがあります。一つ目に、私は放

送委員で、一年生が入場してくるときに音楽をか

ける担当でした。初めて音楽をかけましたがタイ

ミング良く上手にできました。次に一年生へのゲ

ームです。船迫小学校に関する四択クイズを行い

ました。一年生はあまり問題がわからなかったの

か、赤と言ったらみんな動いて、そこがすごくお

もしろかったなと思いました。私は一年生のみん

なに楽しんでもらえたのは、私達が頑張って準備

をしたからだと思いました。楽しかったです。

(児童作文)



引き続きご注意をお願いします。

保護者の皆さんを始め、２９Ｃ地区見守り隊の方々、大河原警察署の方々には、

１７日に柴田町内で起きた事件により、児童引渡や集団下校にご協力いただきま

したこと、誠にありがとうございます。２４日からは個人面談が始まりましたの

で、面談のない教師で児童の下校時刻に街頭指導や車でのパトロールを行い、児 (集団下校の様子)

童の安全を図ってきました。なかなか捜査の進展が見られないことにもどかしさと不安を感じる毎日です。明日

からＧＷに入りますが、児童の安全を図るためにも、帰宅時間の把握や安否確認などを引き続き行っていただき

たいと考えます。よろしくお願いします。

授業参観に
ご出席いただきありがとうございました。

４月２２日(土)に授業参観を実施しました。事件の影響

もあり、時間を変更せていただきました。お忙しい中、

たくさんの保護者の皆さんにお集まりいただき、ありが

とうございました。お子さんの学習に取り組む様子はい

かがでしたでしょうか。

日頃からお子さんと授業の取組について、話題にあげ

ていただくと、児童の意欲も継続すると思いますのでよ

ろしくお願いします。

明日からＧＷに入ります。
連休を前に左の（１）～（2）を学級で指導をしました。ご家庭でもお話しください。

また、右側の（Ａ）（Ｂ）についても、よろしくお願いします。

（１） 交通ルールを守る。 （Ａ）家族と一緒に過ごす時間が

・飛び出しは絶対しない。 長くなる連休です。ぜひ児童に

（２）危険な場所で遊ばない。 も仕事を分担して、家族の一員

・川や用水路などには絶対に行かない。 としての自覚を高めるようにし

・私有地や工事現場等には入らないように。 てください。そして、その成果を褒めて自信を持たせる

（３）規則正しい生活を送る。 ことができれば、児童の成長にも大きく結びつきます。

・早寝・早起き・朝ごはん。 （Ｂ）「先行あいさつ」を目標の一つとして取り組んでい

・宿題を計画的に行う。(各学年で用意します) ます。「ありがとう」と感謝を示す素直な気持ちを賞賛、

（４）家の人に伝え、約束を守る。 奨励し、児童一人一人が明るく、楽しく過ごすことがで

・「どこにいく」「いつ帰る」きちんと伝える。 きる学校作りを目指しております。ご家庭でも、ぜひ「あ

・決めた時間や家の人との約束を守る。 いさつ」と「感謝の言葉（ありがとう）」がたくさん言

（５）知らない人にはついていかない。 える生活環境づくりにご協力下さい。

「ボランティアや警察のみなさんへ」

５年２組 細川颯史

まず、ボランティアのみなさんへ。いつもあり

がとうございます。それから、困っている時や聞

きたいことがある時に、話しかけてみると教えて

いただき、とてもうれしいです。

警察の方々へ。最近は柴田町に事件が多い中、

学校の周りをいそがしいのに見守ってくれます。

本当にみなさんにかんしゃしています。ありがと

うございます。 (児童作文)

「見守り隊のみなさんへ」

５年２組 横橋里咲

いつも毎朝、わたしたちの登下校を見守ってく

ださりありがとうございます。

そのおかげでわたしたちは、安心して登下校が

できます。

毎朝、雨の日もさむい日も元気にあいさつして

くれたり、話かけてくれて、気持ちよく学校へ行

くことができます。

これからもよろしくお願いします。 (児童作文)


